
広報

多良間村は、39番目の

連合に加盟しています。
「日本で最も美しい村」

令和5年 12月1日発行
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T A R A M A  V I L L A G E  P U B L I C I T Y  P A P E R S

撮影　来間玄次写真（上左）汐汲み競争　（上中）俵運び　（上右）二人三脚　（下）綱引き　

令和5年度
多良間村民運動会
スポーツを通して、村民の健康増進と心のふれあいを



広報

多良間神社祭
令和5年11月10日（金）、多良間神社において神社祭

が執り行われた。多良間神社祭は、土原豊見親を祀る
多良間神社の恒例祭である。

行事は午前９時から始まり、お酒・ご馳走（カマボコ・
揚げ豆腐・魚天ぷら・三枚肉・煮昆布）・生の芋・大根・雑
穀などを供える。拝礼にあたっては、祭事の中心者で
ある伊良皆村長による祈詞の朗読、土原豊見親頌徳
歌・数え歌の歌唱が行われる。

（参考　多良間村史第4巻　資料編３　民俗　260ページ）

中学校生徒会長糸洲朝輝さんは｢私たち多良間中
学校3年生が全員志望高校に合格し、笑顔で卒業で
きますように。｣と述べた。

小学校の与座篤校長先生、中学校の垣花正人校長
先生は｢子供たちのことを見守っていただきありが
とうございます。これからも子供たちが元気でスポー
ツ、勉強に頑張れることをよろしくお願いします。｣
と述べた。

祭事の終了後は、お供えのお酒やご馳走をいただきながら、奉納余興をお披露目し、
向こう１年の多良間村の繁栄と村民の健康を祈った。

祈詞を朗読する伊良皆村長

かぎやでぃ風
池城利恵子さん

『月光仮面は誰でしょう』
保育所の子どもたち

唄三線　多良間主ガナシ
佐久本洋平さん 徳嶺洋一郎さん

多良間ふしゃぬふエイサー
①チョービン　②多良間世ぬ兆

青年会　久志勝一さん　
運天功倖さん　外間徳行さん

これから音頭・なかよし音頭
仲筋字氏子の皆さん

多良間音頭
有志の皆さん

中学校生徒会長糸洲朝輝さん
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広報

沖縄県畜産共進会出品にかかる奨励金の交付式

アルコール家族教室
ご家族のアルコール問題のことで困っていませんか？

令和５年10月27日(金)、役場2階会議室において沖
縄県畜産共進会出品にかかる奨励金の交付式がおこ
なわれた。8月16日におこなわれた2023年宮古地区
畜産共進会で上位の成績を残した、森山美空さん(森
山英樹さん)、湧川農さん、東風平正明さんに奨励金
が手渡された。なお、宮古地区畜産共進会の結果は下
記の通り。

アルコール依存症は、否認の病とも言われ治療につなぐことが難しい病気ですが、
適切なサポートを受ければ回復可能な病気です。
「アルコール依存症」について正しい知識や対応を学ぶことが「回復」の第一歩です。

みなさんのご参加をお待ちしています。

受診を勧めても
行ってくれない

どう対応したら
良いか分からない

プログラム 場所

参加費

申し込み・お問い合わせ

▶第1回 令和6年 1 月20日（土）
　14:00～16:00
　「アルコール依存症の正しい知識と対応方法」

宮古保健所 １階 危機管理室

無料

宮古保健所 地域保健班
☎0980-72-8447
QRコードから申し込み

〆切：1/12
▶第2回 令和6年 1 月27日（土）
　14:00～16:00
　「依存症の当事者と家族のお話」

若雌第１類　  １等１席　森山美空　　あおい号　　県獣医師会宮古支部長賞
　　　　　　  ２等１席　湧川畜産　　ひさき２号
　　　　　　  ２等２席　東風平正明　ももか号
若雌第２類　   優 等 賞　東風平正明　あさふく号　県畜産振興公社理事長賞　県農業共済組合長賞
　　　　　　  １等１席　湧川農　　　みらい号　　県牛削蹄師会宮古支部長賞

奨励金を交付された3名の皆さん
左から森山英樹さん、湧川農さん、東風平正明さん
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広報

委嘱状を受け取る吉本氏

一人一鉢に花の苗を植えた

10
月
27
日（
金
）、多
良
間
小
学
校

に
お
い
て｢

人
権
の
花｣

運
動
植
え

付
け
式
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
人
権
の

花
運
動
は
、植
物
を
栽
培
す
る
こ
と

を
通
し
て
、命
の
大
切
さ
や
相
手
を

思
い
や
る
優
し
い
心
を
身
に
つ
け
る

事
を
目
的
に
実
施
さ
れ
、多
良
間
小

学
校
で
は
４
年
振
り
に
実
施
さ
れ
た
。

ま
た
、植
付
式
で
は
島
袋
梅
子
先
生

の
指
導
の
も
と
、歌｢
こ
こ
ろ
の
花｣

を
手
話
を
交
え
て
歌
い
、自
分
や
他

人
を
思
い
や
る
心
で
き
れ
い
な
人

権
の
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
を
誓
っ
た
。

多
良
間
村
で
は
、Ｄ
Ｘ（
デ
ジ

タ
ル・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）の
推
進
を
図
る
為
、専
門
的

な
知
見
に
基
づ
き
助
言
や
支
援

を
行
う
、多
良
間
村
Ｄ
Ｘ
推
進

本
部
の
最
高
デ
ジ
タ
ル
責
任
者

（
Ｃ
Ｄ
Ｏ
）補
佐
官
に
一
般
財
団

法
人
沖
縄
Ｉ
Ｔ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
戦
略
セ
ン
タ
ー
行
政
Ｄ
Ｘ
セ

ク
シ
ャ
ン
シ
ニ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
吉
本
正
継
氏

を
任
命
し
、９
月
４
日（
月
）に

委
嘱
状
交
付
式
を
行
っ
た
。
委

嘱
期
間
は
令
和
５
年
８
月
21
日

か
ら
令
和
８
年
３
月
31
日
。

｢人権の花｣ 運動  植え付け式

多良間村最高デジタル責任者（CDO）補佐官任命

沖縄県 最低賃金

年齢やパート・学生アルバイトなどの働き方の違いにかかわらず、
すべての労働者に適用されます。

確認しよう、最低賃金！
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多良間駐在だより

今
年
度
も
実
施
し
ま
す
。
水
道
基
本
料
金
免
除

事
業
。

今
年
度
は
、
令
和
５
年
11
月
使
用
分
～
令
和
６

年
２
月
使
用
分
ま
で
の
４
か
月
分
に
つ
い
て
、
新

型
コ
ロ
ナ
対
応
交
付
金
を
充
て
て
免
除
し
ま
す
。

令
和
５
年
12
月
か
ら
令
和
６
年
３
月
に
支
払
う
水

道
料
金
ま
で
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
事
業
に
よ
っ
て
免
除
さ
れ
る
の
は
、

用
途
が
『
一
般
使
用
』
の
利
用
者
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
充
て
ら
れ
る
財
源
は
、
１
か
月
分
で
、

約
１
１
０
万
円
程
度
と
な
る
見
込
み
で
す
。

４
か
月
で
、
１
世
帯
あ
た
り
７
９
２
０
円
の
負

担
軽
減
と
な
り
ま
す
。

 

令
和
５
年
12
月
号

第
23
回

水
道
担
当  

清 

村

の

は
な
し

水
道

広報

●児童虐待とは、
・ 身体的虐待（殴る、蹴る、溺れさせる、家の外に締め出す）
・ 性的虐待（性的行為、性的行為を見せる）
・ ネグレクト（子供を残して外出、自動車に放置、食事を与えない）
・ 心理的虐待（言葉によって脅かす、無視する、面前での家庭内暴力）

等の子供の成長と人格形成に深刻な影響（発育発達の遅れ、自己肯
定感が持てない、対人関係の問題）を与えるものです。

●地域社会全体で子供たちをはぐくむ体制づくり
・ 日々の活動で早期発見に
・ 活動を通じたつながりや声掛けが未然防止に
・ 関係機関との連携がいざという時にも機能

※�児童虐待をしてしまう保護者は、子育て、家庭教育に困りごとや悩み事を抱えている保護者でもあります。地
域全体で支えていける体制づくりを進めていくことが必要です。

女性と女児に対する暴力は深刻な人権侵害です。その影響は長期
にわたる身体的、性的、精神的なものであり、時には死につながるこ
ともあります。また、女性の健康に悪影響を与え、女性の社会への参
画も阻んでいます。暴力は女性にとってのみにならず、家族、地域社会、
国家全体にとってもマイナスの結果をもたらします。

児童虐待防止

女性に対する暴力の撤廃
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広報

順 位 部 落 得 点
１ 位 津　川 122
２ 位 大　木 119
３ 位 天　川 100
４ 位 大　道 91
５ 位 吉　川 88
６ 位 土　原 75
７ 位 嶺　間 74
８ 位 宮　良 69

特別賞
応援賞 土原区

成績表

写真で見る

村
民
運
動
会
　
十
一
月
三
日
小
学
校
運
動
場
で
開
催

ふ
し
ゃ
ぬ
ふ  

お
そ
い
あ
な
た
も
主
役
で
す

津
川
区
が
３
連
覇

遊
び
心
満
載
で
競
技
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た

村
民
運
動
会

令
和
５
年
度
村
民
運
動
会
は
、晴
れ
渡
る
青
空
の
も

と
、23
種
目
で
区
対
抗
競
技
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。多

良
間
村
の
諸
行
事
は
、そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
役
割
分
担

で
運
営
さ
れ
て
い
る
が
、村
民
運
動
会
も
同
様
、審
判

員
を
始
め
12
の
係
が
連
携
し
て
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
て

い
る
。種
目
は
昔
の
遊
び
を
取
り
入
れ
た
竹
馬
、ワ
ー

ガ
ニ
マ
ー
ス
、ギ
ッ
チ
ョ
ウ
か
ら
生
活
に
根
ざ
し
た
か
つ

て
の
ナ
ワ
ナ
イ
、汐
汲
み
競
技
な
ど
よ
く
工
夫
さ
れ
て
い

る
と
思
う
。老
若
男
女
、親
子
３
代
が
選
手
で
あ
り
、各

区
の「
絆
」に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。こ
こ
で
は
、こ
れ
ら

の
種
目
を
始
め
写
真
で
紹
介
す
る
。                 （
来
間
）

昔の遊びを取り入れた「ギッチョウ競技」 「表現  どんな色がすき」をかわいく演じる保育園児たち

「凱歌の声は天にも響
く」子ども達を先頭に

凱旋する３連覇の津川
区

「汐汲み競争」で楽しくかつぐ婦人の皆さん「ナワナイ」の審査基準は長さと品質で決まる掲揚台周辺で応援、出番を待つ皆さん
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「イモムシ競争」は前後に手をつなぎ走らなければならない小学生による「たらぴんダンス」

幼稚園児による「玉入れ」

「両足跳び」はひもで足を縛り
100m×4名でリレーするハードな種目

婦人による「グランドゴルフリレー」

2m先のポールに
輪投げで競う「点とり輪」

プログラム１番の代表・小・中による
竹馬競争

よく工夫された用具でリレーする
「糸くり競争」

ワーガニを回してリレー

俵運び
20代・30代（30kg）
40代・50代（20kg）
で挑む

息の合った
「二人三脚」

3人1 組で
ムカデリレーする

「一致協力」

力走！年代別リレー

表彰式で栄誉を讃え賞品を授与する大会長の伊良皆光夫村長
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広報

令和 5年度多良間村防災気象講演会

第19 回多良間村介護保険ゼミナール　

令和5年10月31日、コミュニティー施設において令和5年度多
良間村防災気象講演会が行われ、地震・津波の知識と備えにつ
いて沖縄気象台の五十嵐陽子業務課長に講演いただいた。講演
の中で、日本は地震が多いこと、勢いが衰えないまま連続して
押し寄せる特徴がある津波の威力についてお話しがあった。気
象台は緊急地震速報や津波警報等をは
じめ、長周期地震動や南海トラフ地震
に関する情報等、様々な情報を提供し
ている。普段からこれらの情報を確認
するとともに、家具の固定や訓練への
参加等、事前の備えが重要だと話され
た。また、地震のときは慌てず自分の
身の安全を確保し、津波の恐れがある
場合は揺れがおさまってから高い場所
へ避難することが大切だと述べた。

令和5年11月2日(木)、コミュニティー施設
1階ホールにおいて、第19回多良間村介護保
険ゼミナールが開催され村民約40名が参加
した。講師は新屋洋平先生、樋口美智子先生。
介護が必要になった主な原因は認知症・脳
血管疾患(脳卒中)・骨折転倒である。
『自分にとって大事な事はなにか』を家族
や友人、介護職員等と話しておくことで、本
人が話せる状態でなくなったとしても、本
人の意思を尊重した治療が出来るのではな
いか。

●生活習慣病や認知症の予防(お酒は控えめに・睡眠時間の確保・運動・人との関わりをもつ等)
●�手術が必要な場合は受けることを検討�
(完治は難しくても症状の軽減や苦痛の緩和ができる場合もある)
●抗がん剤治療を受ける期間を医師と相談(抗がん剤の副作用で体が弱っていく時期がくる)

講演会の様子

講演の様子

「地震・津波の知識と備え」

『自分らしい生き方のための基本的な心得』

島で出来るだけ生活するために・・・
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あ
っ
き
ーの
協
力
隊
日
記

こ
ん
に
ち
は
、観
光
振
興
課・地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
あ
っ
き
ー
で
す
。

12
月
に
入
り
、多
良
間
に
も
冬
が

や
っ
て
き
た
な
と
感
じ
る
毎
日
で

す
が
、皆
さ
ま
お
元
気
で
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。来
島
し
て
か
ら

３
回
目
の
11
月
は
過
去
最
高
に
忙

し
く
、少
々
疲
れ
気
味
の
私
で
す
が
、

今
年
最
後
の
一
ヶ
月
を
駆
け
抜
け

た
い
と
思
い
ま
す
！

さ
て
、多
良
間
に
来
て
か
ら
色
々

な
こ
と
に
挑
戦
し
続
け
て
き
た
私

で
す
が
、「
今
年
は
一
番
こ
れ
を
頑

張
っ
た
！
」と
言
え
る
も
の
が
い
く

つ
か
あ
り
ま
す
。そ
の
う
ち
の
ひ

と
つ
が「
国
内
旅
行
業
務
取
扱
管
理

者
試
験
」の
受
験
勉
強
で
し
た
。

こ
の
資
格
は
、旅
行
業
界
で
は
唯

一
の
国
家
資
格
で
、着
任
し
た
時
か

ら「
ガ
イ
ド
や
ツ
ア
ー
企
画
の
幅
が

広
が
る
か
ら
、絶
対
に
取
得
し
た

い
！
」と
思
っ
て
い
た
も
の
で
す
。

旅
行
業
の
資
格
に
は
ほ
か
に
も
い

く
つ
か
あ
る
の
で
す
が
、「
国
内
旅

行
業
務
～
」は
、多
良
間
島
内
の
ツ

ア
ー
だ
け
で
な
く
、「
多
良
間
＋
他

の
沖
縄
の
離
島
」や「
内
地
か
ら
多

良
間
へ
の
ツ
ア
ー
の
手
配
」な
ど
も

出
来
る
よ
う
に
な
る
、幅
広
く
活
用

出
来
る
資
格
で
す
。

た
だ
、国
家
資
格
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
、沖
縄
県
内
の
合
格
率
は
毎

年
20
％
以
下
と
、意
外
と
狭
き
門
。

４
月
末
か
ら
通
信
教
育
を
受
講
し

始
め
、仕
事
が
終
わ
っ
た
後
や
出
張

の
移
動
時
間
な
ど
の
隙
間
時
間
を

活
用
し
、時
に
は
挫
け
そ
う
に
な
り

な
が
ら
も
な
ん
と
か
９
月
の
受
験

ま
で
辿
り
着
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

久
々
の
合
格
発
表
で
自
分
の
受
験

番
号
を
見
つ
け
た
時
は
、学
生
時
代

を
思
い
出
し
、番
号
と
受
験
票
を

何
度
も
見
返
し
て
は
、「
う
そ
！
？
」

「
あ
っ
た
！
」と
一
人
で
大
騒
ぎ
し

て
い
ま
し
た（
笑
）。

こ
れ
で
少
し
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た

私
、今
度
は
こ
の
資
格
を
ど
う
や
っ

て
活
用
し
て
い
こ
う
か
な
と
、楽
し

く
頭
を
悩
ま
せ
る
日
々
で
す
♪

第73回社会を明るくする運動宮古地区作文コンテスト表彰式

宮古地区“社会を明るくする運動”作文コンテストの表彰式が、11月8日（水）に役場2階大会議
室で行われ、小学6年生4名が表彰された。
第73回社会を明るくする運動宮古地区推進委員会副委員長の伊良皆光夫村長が表彰を行い、宮
古保護区保護司会下地達男会長、那覇保護観察所宮古駐在官事務所石内主任官が児童生徒に祝福
の言葉を贈った。
本作文コンテストは、次代を担う全国の小・中学生の皆さんに、犯罪や非行などに関して考えた

ことや感じたことを作文に書くこと
を通じて、本運動に理解を深めても
らうことを目的に開催しており、作
文コンテストは、平成5年から始まり
今年で31回目となる。

受賞された4名の皆さん
左から名嘉真藍夢さん、島袋さくらさん、湧川惺穂さん、外間優雅さん

広報
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広報

行
事
や
活
動
が
コ
ロ
ナ
前
と
同
じ

よ
う
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本

村
に
お
い
て
も
、村
政
施
行
１
１
０

周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
を
は
じ
め
、

八
月
踊
り
、幼
・
小
・
中
合
同
運
動
会
、

陸
上
競
技
会
、村
民
運
動
会
、神
社
祭

な
ど
、盛
会
で
き
た
。
皆
さ
ん
待
ち
か

ね
て
い
た
分
、嬉
し
さ
・
楽
し
さ
爆
発

だ
っ
た
。

去
る
11
月
５
日
に
は
、東
京
多
良
間

郷
友
会
創
立
90
周
年
記
念「
多
良
間

ま
つ
り
」が
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。
関

東
の
地
で
生
活
を
営
む
郷
友
の
皆
様

を
は
じ
め
、多
良
間
と
縁
の
あ
る
方
々
、

郷
友
会
を
支
え
て
い
る
多
く
の
方
々

３
０
０
名
余
が
参
加
さ
れ
た
。
創
立

90
周
年
の
節
目
を
諸
先
輩
方
の
足
跡

を
偲
び
感
謝
を
捧
げ
、喜
び
を
分
か
ち

合
っ
た
。
演
目
は
、多
良
間
バ
ー
ジ
ョ

ン
や
各
団
体
・
個
人
、多
彩
で
楽
し
い

ま
つ
り
だ
っ
た
。す
で
ぃ
が
ぷ
ー
。

年
末
年
始
酒
飲
み
の
機
会
が
増
え

る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
外
出
や
酒
の
座
な

ど
控
え
て
い
た
分
、そ
の
反
動
で
増

え
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。
く
れ
ぐ

れ
も
飲
み
過
ぎ
て
体
を
こ
わ
さ
な
い

程
度
に
し
た
い
も
の
だ
。
長
寿
と
酒

の
飲
み
方
に
は
関
係
が
あ
る
よ
う
だ
。

世
界
に
は
、１
０
０
歳
を
超
え
る
長

寿
者
が
多
い
地
域
が
５
か
所
あ
る
と

い
う
。
東
洋（
日
本
）、ア
メ
リ
カ（
ロ

マ
リ
ン
ダ
）ヨ
ー
ロ
ッ
パ（
ギ
リ
シ
ャ・

イ
タ
リ
ア
）、中
南
米（
コ
ス
タ
リ
カ
）

と
か
な
り
広
範
囲
に
あ
る
。
５
つ
の

地
域
と
も
共
通
し
た
特
徴
が
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
て
い
る
。
気
候
が
温
暖

で
あ
る
こ
と
。
自
然
に
自
生
す
る
食

べ
物
が
豊
か
で
あ
る
こ
と
。
人
間
関

係
が
濃
密
で
あ
る
こ
と
。
さ
ら
に
、そ

こ
に
住
む
人
の
食
生
活
が
大
き
な
要

因
と
な
っ
て
い
る
。
東
洋
で
は
日
本

の
な
か
で
沖
縄
が
選
ば
れ
て
い
た
が
、

近
年
は
下
降
ぎ
み
だ
。
そ
れ
は
、食

べ
物
の
変
化
に
あ
る
よ
う
だ
。
沖
縄

の
食
品
で
は
豚
肉
、ゴ
ー
ヤ
ー
、豆
腐
、

昆
布
な
ど
が
よ
く
使
わ
れ
る
。
ゴ
ー

ヤ
ー
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
が
日
常
的
に
食

卓
に
並
び
、肉
、大
豆
、野
菜
の
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
料
理
が
、沖
縄
の
健

康
長
寿
を
支
え
て
き
た
と
言
わ
れ
る
。

昨
今
は
、ジ
ャ
ン
ク
フ
ー
ド
が
幅
を

利
か
せ
肥
満
が
増
え
、長
寿
県
沖
縄

が
す
た
れ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
他
に
も
、長
寿
に
役
立
つ
生
活

習
慣
が
あ
る
よ
う
だ
。
①
日
常
生
活

で
よ
く
体
を
動
か
し
て
い
る
。
そ
し

て
そ
れ
が
規
則
的
な
こ
と
。
②
生
き

が
い
が
あ
る
こ
と
。
毎
朝
起
き
る
た

め
の
目
的
が
あ
る
。
③
ス
ト
レ
ス
が

少
な
い
こ
と
。
ス
ト
レ
ス
は
老
化
と

か
か
わ
る
す
べ
て
の
病
気
と
密
接
な

関
係
に
あ
る
。
④
２
５
０
０
年
前
の

中
国
、孔
子
の
教
え「
腹
八
分
目
」。⑤

野
菜
中
心
の
食
事
を
心
が
け
る
こ
と
。

肉
や
魚
、乳
製
品
は
食
べ
て
も
い
い

が
少
量
に
。
⑥
適
量
の
酒
は
た
し
な

む
こ
と
。（
反
対
の
意
見
も
あ
る
よ
う

だ
）⑦
地
域
活
動
に
参
加
す
る
。
孤
独

は
死
に
つ
な
が
り
や
す
い
。
お
互
い

に
助
け
合
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
暮
ら

す
こ
と
は
大
切
。
⑧
父
親
、母
親
、兄

弟
姉
妹
、祖
父
母
等
家
族
間
の
絆
が

深
い
こ
と
。

こ
れ
ら
の
う
ち
長
寿
食
の
３
大
特

徴
を
簡
潔
に
ま
と
め
る
と
①
適
量
の

お
酒
を
飲
む
。
②
食
事
は
腹
八
分
目
。

③
植
物
性
の
食
品
を
多
く
摂
取
。
世

界
の
長
寿
地
域
で
は
、長
寿
者
が
お

酒
を
愛
飲
し
て
い
る
よ
う
だ
。

「
酒
は
百
薬
の
長
」「
百
薬
の
毒
」と

も
言
わ
れ
、「
一
杯
は
人
酒
を
飲
む
、二

杯
は
酒
酒
を
飲
む
、三
杯
は
酒
人
を
飲

む
」の
と
お
り
、飲
み
方
に
よ
っ
て
は
、

薬
に
も
毒
に
も
な
る
例
え
だ
。
ま
た
、

「
親
の
意
見
と
冷
や
酒
は
後
で
効
く
」

（
後
か
ら
酔
い
が
ま
わ
る
冷
酒
の
よ
う

に
、親
の
意
見
は
後
に
な
っ
て
あ
り
が

た
み
が
分
か
る
）。
酒
が
好
き
な
御
仁

は
、酒
を
飲
ん
で
失
敗
し
た
こ
と
や
嬉

し
か
っ
た
こ
と
な
ど
、た
く
さ
ん
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
と
思
う
。年
末
年
始

楽
し
い
酒
飲
み
で
あ
り
た
い
。そ
し
て
、

龍
の
ご
と
く
上
昇
気
流
に
乗
る
良
い

年
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
を
切
に
願
う
。

ひとりごと
令和5年12月
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（　　）内は前月比

緊急ダイヤル
火災・救急ワンクッションコール 119 番

警察官派出所 （79–2010）110 番

急病人／多良間診療所 79 –2101

停電／沖縄電力多良間電業所 79 –2147

断水／役場住民福祉課 79 –2623

家畜疾病／役場産業経済課 79–2503

ガス専用／ JA 多良間 090–6859–2355

世帯数と人口
総世帯数    532  （–2）

総人口 1,059  （–2）

男 578 女 481

区　別 人　口 世帯数
土　原 64（0） 36（0）

天　川 79（1） 47（2）

津　川 90（0） 46（0）

宮　良 71（0） 32（0）

嶺　間 152（-1） 68（-1）

大　道 178（-2） 92（-2）

大　木 265（0） 121（0）

吉　川 156（0） 87（-1）

水　納 4（0） 3（0）

出　生 1 死　亡 1

転　入 1 転　出 3

（令和 5 年 10 月末現在）

※緊急の場合以外診療時間内での受診を心がけよう

救急車出動 …2件 …1件ヘリ搬送

 救急車・ヘリ搬送件数10月

編集後記
● �11月3日に行われた村民運動会では、各区対抗で18種類もの競技を競いあい、盛り上がりましたね！ワー
ガニマース・ギッチョウ・ナワナイなど初めて見る競技や、子供からおじいおばあまで幅広い年代が和気あ
いあいと、また高順位を目指しながら協力する様子は、多良間村の良いところだなと改めて感じました。

● �2023年も残すところあと少しとなりました。皆様の2023年はどのような1年だったでしょうか。私は多良間
島に来て、広報を担当し、たくさんの方 と々接する事が出来た1年だと感じます。2024年も健康で毎日を元
気に過ごせるような素晴らしい1年にしましょう！

● 今月も広報誌へご協力頂いた皆様、ありがとうございました。                   　　　　　　　　　　    （大城）
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